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第８回和光市未来技術地域実装協議会

議事要旨

1. 日 時： 令和５年１２月１日（金）１５：００～１６：３０

2. 場 所： 和光市役所６階６０２会議室（Web 併用会議）

3. 出席者： 出席委員名簿のとおり 資料(1)

4. 議 事： 【報告事項】

①１期社会実証の実施結果について

②第２回全体ワーキングの開催結果について

【審議事項】

１期社会実装に向けた方針（案）について

【その他】

自動運転の実証・実装に関わる国及び県の補助金について 資料(3)

5. 要 旨

（１）【報告事項】「１期社会実証の実施結果」について、社会実証走行データまとめ及び

資料３のとおり、走行データの詳細は先進モビリティ、アンケート調査の結果や概

要については市で説明を行って報告した。また、それに伴う主な意見や質疑は以下

のとおり。

＜主な質疑内容及び見解＞

・バス専用通行帯を誤って走行した一般車がいたかについて、市は 3,4 回ほど確

認したとバス事業者から報告を受けた。地元住民にはバス専用通行帯が徐々に

浸透してきていると認識。

・車両の横ずれの改善や交差点での徐行など、１期社会実証で得られた改善点を

改善して、１期社会実装は実施することを確認。

・センサーの著しい汚れ等、システム側で異常を検知することが出来ない場合も

起こり得るので、その際は運転補助員が安全側に手動介入することを確認。

（２）【審議事項】 「１期社会実装に向けた方針（案）」について、市にて社会実装の概

要を説明し、以下の内容の質疑を行い、１期社会実装に向けた方針（案）について

採決した。

⇒【採決結果】賛成多数により承認

＜主な質疑内容及び見解＞

・新倉橋（外環道）の歩道切廻しに関して、引き続き NEXCO 東日本の工事担当事

務所と調整して、１期社会実装を行っていくことを確認。

・１期社会実装では、交差点部は徐行で走行することを確認。

6. 事務局報告事項： 次回開催を令和６年１１月頃を予定

以上


